
とみ なが ひさ と

氏 名 冨 永 壽 人

学 位 の 種 類 博 士(薬 学)

学 位 記 番 号 薬 第112号

学位授与の日付 平 成25年3月22日

学位授与の要件 学位規程第5条 該当

学 位 論 文 題 目 大学における健康保持増進および生活習慣病予防

に関する保健衛生学的研究

論 文 審査 委 員(主 査)教 授 川 暗 直 人

(副主査)教 授 高 田 充 隆

(副主査)教 授 仲 西 功



論 文 内 容 の 要 旨

我 が 国の 平均 寿 命 は世 界最 高水 準 に到達 し,超 高齢 化社 会 とな ってい る。悪性 新 生物,

心疾 患,脳 血 管疾 患 な どの生活 習慣 病 は,年 齢 の上昇 に 伴い,そ の リス クが高 くなる性 質

が あ る。 さらに,近 年,壮 年期 以 降 の世代 の み な らず,少 年 期か ら青年期 にお いて も発 病

してお り,今 後の 患者 数 の増加 が危 惧 され て い る。現 在,我 が国 の生 活習 慣病 の現 状 とし

て,悪 性 新生物,心 疾患,脳 血管疾 患 は全死 亡割 合 の うち約6割 を 占めて い る、 また,2008

年度 患 者調 査や2009年 度 国 民医 療費 によ る と,生 活 習慣 病 関連 で 医療機 関 を受診 して い る

総患者 数 は約1400万 人,医 療 費は8兆4772億 円 に も上 って いる。

近 年,生 活習 慣 病 は,発 症 を予防 す るこ とが重 要視 され て お り,食 生活 の改 善や 運動 な

どの習 慣 が 重要 で あ る。 疾病 の 予防 対策 には,健 康 保 持 増進 のた め の 一次 予防,早 期 発

見 ・治療 の た めの 二次 予防,リ ハ ビ リテー シ ョンな どに よる 社会復 帰 のた めの 三次 予防 が

あ り,生 活 習慣 病 予防 に は,一 次予 防 が最 も重 要 であ る。 生活 習慣 病 の一 次予防 の施 策 と

して は,具 体 的 な 目標 値 を設 定 した 「21世紀 に お け る 国 民健 康 づ く り運 動(健 康 日本

21)」 が あ り,壮 年期 死 亡 の減 少,健 康 寿命 の 延 伸,生 活 の 質 の 向上 が 目的 と され て い

る。 さ らに,適 正 な運 動や食 生 活,禁 煙 を 目指 した 「健 や か生 活習 慣 国民 運動」 や健 康 日

本21(第2次)が 開 始 され た.こ の よ うに,生 活 習慣 の重 要性 を国 民 に啓発 し,健 康 に対 す

る 自発 性 を促 し,意 識 の向 上を 図 り,メ タボ リ ックシ ン ドロー ム(MetS)や 悪性 新生 物 の

予防,心 身 の健康 保持 増進 を支援 す る体制 を整備 す る必要 が ある。
一 方 ,大 学 生 の時 期 は,自 己管理 に委 ね られ た 自由 な ライ フス タイル が 可能 とな るた め

に,特 に生活 習慣 が 乱れ やす い.一 般 に,生 活習 慣 は,幼 少 期 お よび少 年期 に学習 され,

青年期 で確 立 され る と言 われ て い る。 この こ とか ら,青 年期 は 生活 習慣 病 に繋が る出 発 点

とされ,重 要 な時 期 で ある。 ま た,2008年 度 か ら,MetSに 着 目 した特 定健 診 ・特定 保健 指

導 が 導入 され,内 臓脂 肪 の 蓄積 に よる評 価が 行 われ てい る。 そ の診 断基 準 は,腹 囲が 男性

85cm以 上,女 性90cm以 上 で あ る こ とを 必須 項 目 と し,選 択 項 目と して は,① 収 縮 期 血 圧

130㎜Hg以 上 または拡 張期 血圧85㎜Hg以 上 または 高血圧 治 療,② 中性 脂肪(TG)150mg/dL以

上 また は}mL一 コ レス テ ロール(}肌 一C)40mg/dL未7茜 また は 高脂 血 症 治療,③ 空腹 時 血 糖

(BS)110mg/dL以 上 また は糖 尿 病 治 療 の うち2項 目以 上該 当でMetS,1項 目該 当 で メ タ ボ

リックシ ン ドロー ム予備 群(Pre-MetS)と 診 断 され て い る。

本研 究 では,生 活習 慣病 予防 に関す る有益 な知 見 を得 る こ とを 目的 と し,大 学生 を対 象

と した生活 習慣 お よび心身 状 態の 把握 な らび に教職 員 を対 象 と した特 定健 診 にお ける腹 囲

測 定の妥 当性 お よび有用性 につい て評価 ・検討 した。

第1章 第1節 では,大 学生 の 体型 誤 認 お よび 朝食 欠 食 に つ い て評 価 ・検 討 した。 そ の 結

果,男 子 の朝食 欠食 率 は,前 期 よ り後期 の方 が,自 宅 生 よ り下 宿生 の方 が高 かっ た。BMIと

BIA法 の体 脂肪 率 とに よる体型 分類 で は,BMIお よび体脂 肪 率 と もに適正 範 囲 を示 した男 子

は 約50%,そ れ 以外 で は,BM1が や せ ま たは標 準 で か っ 低体 脂 肪 率 に分 類 され る男 子 が 多

か った。 一方,女 子の 朝食欠 食 率 は,男 子 と比 べ て,低 い ものの,同 様 の傾 向が 認 め られ

た。 ま た,体 型 につ い ては,BMIお よび体脂 肪 率 ともに適 正範 囲 を示 した 女子 は約50%,そ

れ以外 で は,BMIが やせ また は標準 でか つ高体 脂肪 率 で あ る隠 れ肥 満 に分 類 され る女子 が 多

か った。BMIとBIA法 の体 脂肪 率 とによ り分類 した体型 別 に おい て,大 学 生の減 量傾 向 に つ

い て検討 した。 その結 果,女 子 にお い て肥 満 で ない に も関 わ らず,強 い 減 量傾 向 が あ り,

体型 を誤認 して い るこ とが 示唆 され た。

第1章 第2節 で は,大 学 生 の心 身の 健康 状態 お よび 睡 眠習慣 との関 連性 につ いて 評価 ・検

討 した。 その 結果,日 々の 生活 におい て疲 労感 を有 して い る学生 の割 合は,男 子で約85%,

女 子で約90%と なっ た。 また,平 均睡 眠時 間 は,男 子 で6.4時 間,女 子 で6.1時 間 とな り,疲

労 感 が高 い学生 ほ ど,睡 眠 時 間が短 か った。大 学 生 の心 身 の健康 状態 は,疲 労感 お よび睡

眠 の質 と関連性 が認 め られ た ことか ら,相 互 に関連 してい る ことが明 らか となった。

第1章 第3節 で は,大 学 生の 体力 と心 身の 健康状 態お よび 生活 習慣 との 関連性 につい て評

価 ・検 討 した。 そ の結 果,心 身 の健 康状 態 お よび生活 習慣 の 中で,運 動習 慣の 自己評価 が

最 も低 く,大 学 生 の運 動 に関す る意識 が低 い ことが示唆 された。 一方,体 力測定 の結果 か

ら,背 筋 力 は,男 女 と もに全国 標準値 に比 べ低値 を示 し,全 身 の筋 力が低 い もの と考 え ら

れ る。 また,身 長 が高 い学 生 は筋力 お よび心 肺持久 力が 高 く,柔 軟性 を持 ち,一 方,体 重

お よび体脂 肪 率 が低 い学 生 は俊敏 性 が高 くなった。 さらに,体 力 と心 身の健 康状態 お よび

生 活習 慣 との 間 に は有意 な 関連性 が認 め られ た。 この こ とか ら,適 切 な心 身の健康 状態お

よび生活 習慣 が 体力向 上 に必 要 であ るこ とが 明 らか とな った。

第2章 第1節 で は,特 定健 診 に おけ る腹 囲測 定の誤 差 につい て検 討 した。 その結果,男 性

におい て体 重 は約1.5kg減 少 したが腹 囲 は約12cm増 大 した例や 女性 にお い て体重 は約7kg増

加 したが腹 囲 は ほ とん ど変動 して いな い例が あ り,2.6～3.6%の 割 合で 異常値 を認 めた。 し

た が って,腹 囲測 定 は重要 な 項 目では あ るが,誤 差 を考慮 しなけれ ば な らないこ とが 示唆

され た。

第2章 第2節 では,腹 囲の 健康 指標 にお け る適用 性 を明 らか にす るた め特定健 診の結果 と
の 関連 性 につ い て 検討 した。 そ の 結果,女 性 の 腹 囲は 経 年 的 に増 大 した が,MetSお よび

Pre-MetSの 割合 は変化 が なか った。WHOの 腹 囲基準 「男性90cm以 上,女 性80cm以 上」 を用 い

た場 合,現 行 の診 断 基 準 に比 べ,MetSお よびPre-MetSの 割 合 は,男 性 にお いて それ ぞ れ

7.2%お よび8.8%低 下 し,女 性 にお いて それ ぞれ5.8%お よび10.1%増 大 した。 また,腹 囲 は,

血圧 との間 に正の 相関 が,HDL-Cと の 間 に負 の相 関が認 め られ た。 さ らに,腹 囲は 血圧 降 下

薬 の有無,運 動不 足,体 重増 加,食 習慣 な どと関連 してい る ことが明 らか となった。

以上 の結 果 か ら,大 学 生の 生活 習慣 お よび心 身状態 に関す る現 状 を把 握 し,生 活 習慣 の

改 善 に必要 な 知 見を得 るこ とがで き,さ らに,特 定健 診 にお け る腹囲 の測 定は,MetSの 診

断 に加 え,生 活 習慣 に関連 した情報 源 となる こ とが明 らか とな った。 本研究 の結果 は,大

学 にお ける健康 保持増 進 お よび生活 習慣病 予防 に寄与 でき るこ とが 示唆 され た。



論 文 審 査 結 果 の 要 旨

近年,生 活習 慣病 は,発 症 を予防 す る こ とが 重要視 され て お り,食 生 活の改 善や運 動 な

どの習 慣 が重 要 で あ る。疾 病 の 予 防対 策 に は,健 康保 持 増 進 の た めの 一次 予 防,早 期発

見 ・治療 のた めの 二次 予防,リ ハ ビ リテー シ ョンな どに よる社 会復 帰の た めの三次 予防 が

あ り,生 活 習慣 病 予防 には,一 次予 防 が最 も重 要で あ る。 生 活 習慣 病 の一次 予防 の施策 と

して は,具 体 的 な 目標 値 を設 定 した 「21世 紀 にお け る国 民 健 康 づ く り運動(健 康 目本

21)」 が あ り,壮 年期 死 亡 の減 少,健 康 寿命 の延 伸,生 活 の 質 の 向 上が 目的 と され て い

る。 さ らに,適 正 な運 動や 食生 活,禁 煙 を 目指 した 「健 や か生 活 習慣 国民運 動」や 健康 日

本21(第2次)が 開始 され た。 この よ うに,生 活 習慣 の重要 性 を国 民 に啓発 し,健 康 に対す

る 自発 性 を促 し,意 識 の向 上 を図 り,メ タボ リックシ ン ドロー ム(MetS)や 悪性 新生 物の

予 防,心 身の健 康保 持増進 を支 援す る体 制 を整備 す る必要 が ある。
一方

,大 学 生の 時期 は,自 己管理 に委ね られ た 自由 な ライ フス タイ ルが 可能 とな るた め

に,特 に 生活 習慣 が乱 れや す い。 一般 に,生 活 習慣 は,幼 少期 お よび 少年期 に学 習 され,

青年期 で確 立 され ると言わ れ てい る。 この こ とか ら,青 年 期 は生 活習慣 病 に繋 が る出発点

とされ,重 要 な時 期で ある。

我が 国 の平 均寿 命 は世界 最 高水 準 に到 達 し,超 高齢化 社 会 となっ てい る。 悪性 新生 物,

心疾患,脳 血 管疾 患 な どの生活 習慣 病 は,年 齢の 上昇 に伴 い,そ の リス クが 高 くな る性質

があ る。 さらに,近 年,壮 年期 以 降の 世代 の みな らず,少 年期 か ら青 年期 にお いて も発病

してお り,今 後 の患者 数の 増加 が 危惧 され て い る。 現在,我 が国 の生 活習 慣病 の現 状 と し

て,悪 性 新生 物,心 疾患,脳 血管疾 患 は全死 亡割 合 の うち約6割 を 占めて い る。 ま た,2008

年 度患 者 調査 や2009年 度国 民 医療 費 に よる と,生 活 習慣 病 関連 で 医療 機 関 を受 診 してい る

総 患者数 は約1400万 人,医 療 費 は8兆4772億 円に も上 って い る。
2008年 度 か ら,MetSに 着 目 した 特定健 診 ・特定保 健指 導 が導 入 され,内 臓脂 肪 の蓄積 に

よ る評 価 が行 われ て い る。 そ の診 断 基準 は,腹 囲 が男 性85cm以 上,女 性90cm以 上 であ る こ

とを必須 項 目と し,選 択 項 目と して は,① 収縮 期血 圧130m酬g以 上 ま たは拡 張期血圧85㎜Hg

以上 また は高 血圧 治療,② 中性脂 肪(TG)150mg/dL以 上 また はHDL一 コ レステ ロール(HDL-
C)40mg/dL未 満 また は高脂 血症 治 療,③ 空腹 時血 糖(BS)110mg/dL以 上 または 糖尿 病 治療

の うち2項 目以 上該 当 でMetS,1項 目該 当で メ タボ リックシ ン ドロー ム予備群(Pre-MetS)

と診断 され てい る。

本研 究 で は,生 活 習慣病 予 防 に関 す る有 益 な知見 を得 る こ とを 目的 と し,大 学 生 を対象

と した生 活習 慣 お よび心 身状 態 の把 握 な らび に教職 員 を対象 と した特 定健 診 にお ける腹 囲

測定 の妥 当性 お よび有用 性 に関 して2章 にわ た り,検 証 され てい る。

第1章 第1節 で は,大 学 生 の体 型誤 認 お よび朝 食欠 食 につ い て評価 ・検討 を行 って い る。

そ の結果,男 子 の朝 食欠 食率 は,前 期 よ り後期 の方 が,自 宅 生 よ り下宿生 の方 が高 い こ と

を明 らか と して い る。BM1とBIA法 の体 脂肪 率 とに よ る体 型分 類 で は,BMIお よび 体脂肪 率 と

もに適正 範囲 を示 した男 子 は約50%,そ れ 以外 で は,BMIが や せ ま た は標 準 でか つ低 体脂肪

率 に分類 され る男子 が多 い こ とを明 らか と してい る。一 方,女 子 の朝 食欠 食率 は,男 子 と

比べ て,低 い もの の,同 様 の傾 向が 認 め られ た ことを明 らか と して いる。 ま た,体 型1三つ

いて は,BMIお よび 体脂肪 率 と もに適正 範 囲を示 した女子 は約50%,そ れ 以外 では,BMIが や

せ または 標準 で かつ 高体脂 肪 率 で あ る隠れ 肥満 に分 類 され る 女子 が 多い こ とを明 らか と し

てい る。BMIとBIA法 の体脂 肪 率 とに よ り分類 した体 型別 に お いて,大 学生 の減 量傾 向 につ

いて検 討 を行 って いる。 そ の結 果,女 子 にお いて肥 満 でな い に も関 わ らず,強 い減 量傾 向

が あ り,体 型 を誤 認 してい る と考察 して い る。.

第1章 第2節 で は,大 学 生 の心 身 の健 康状 態 お よび睡 眠習 慣 との関 連性 につ いて評 価 ・検

討 を行 ってい る。 そ の結果,日 々 の生 活 にお いて疲 労感 を有 してい る学 生の割 合 は,男 子

で約85%,女 子 で約90%で ある こ とを明 らか と してい る。

ま た,平 均 睡眠 時 間は,男 子 で6.4時 間,女 子 で6.1時 間 とな り,疲 労感 が 高い 学生ほ ど,

睡 眠時 間 が短 い こ とを明 らか と してい る。 また,大 学 生の心 身 の健康 状態 は,疲 労感 お よ

び 睡 眠 の質 と関連性 が認 め られ た こ とか ら,相 互 に関 連 して い る こ とを明 らか と してい

る。

第1章 第3節 で は,大 学生 の体 力 と心身 の健 康 状態 お よび 生活 習慣 との関連性 につい て評

価 ・検 討 を行 って い る。 そ の結 果,心 身 の健 康 状態 お よび 生活 習慣 の 中で,運 動習慣 の 自

己評価 が最 も低 く,大 学生 の運 動 に関す る意 識 が低 い ことを明 らか と してい る。一方,体

力 測定 の結 果 か ら,背 筋力 は,男 女 ともに全 国標 準値 に比 べ低 値 を示 し,全 身 の筋 力が低

下 して い る と考察 して い る。 また,身 長 が 高い 学生 は筋 力お よび心 肺持 久力 が高 く,柔 軟

性 を持 ち,一 方,体 重 お よび体 脂肪 率 が低 い学 生は俊 敏性 が 高 くな るこ とを明 らか として
い る。 さ らに,体 力 と心身 の健 康状 態お よび生 活習慣 との間 には有 意 な関連性 が認 め られ

た こと を明 らか と して い る。 この結 果 か ら,適 切 な心身 の健 康 状態 お よび生 活習慣 が体力

向 上に必 要で あ る と考察 してい る。

第2章 第1節 で は,特 定健 診 にお け る腹 囲 測 定の誤 差 にっい て検 討 を行 ってい る。 その結

果,男 性 にお いて 体重は約1.5kg減 少 したが 腹囲 は約12cm増 大 した例 や 女性 におい て体 重は

約7kg増 加 したが 腹 囲は ほ とん ど変動 して い ない例 が あ り,2.6～3.6%の 割 合 で異常値 を認

めた こ とを明 らか と してい る。 したが って,腹 囲測 定 は重要 な項 目で はあ るが,誤 差 を考

慮 しな ければ な らない と考察 してい る。

第2章 第2節 で は,腹 囲の健 康 指標 にお け る適 用性 を明 らか にす る ため特 定健 診 の結 果 と

の 関連性 につ いて 検討 を行 って い る。 その 結果,女 性 の腹囲 は経 年的 に増 大 したが,Mets

お よびPre-MetSの 割 合は 変化 が な か った こ とを明 らか と してい る。 冊0の 腹囲 基準 「男性

90cm以 上,女 性80cm以 上」 を用 い た場合,現 行 の診 断基準 に比 べ,MetSお よびPre-MetSの

割 合は,男 性 にお いて それ ぞれ7.2%お よび8.8%低 下 し,女 性 にお いて それ ぞれ5.8%お よび

10.1%増 大 した こ とを明 らか と してい る。 ま た,腹 囲 は,血 圧 との 間 に正の相 関が,HDL-C

との間 に負 の相 関 が認 め られ た こ とを明 らか と してい る。 さ らに,腹 囲 は血圧 降下薬 の有

無,運 動 不足,体 重増加,食 習 慣 な どと関連 してい る ことを明 らか と してい る。

本論 文 は,大 学 生の 生活 習慣 お よび 心身 状態 に 関す る現状 を把 握 し,生 活習慣 の改善 に

必 要 な知 見を得 るこ とがで き,さ らに,特 定健 診 にお け る腹 囲 の測 定は,MetSの 診 断に加

え,生 活習 慣 に関 連 した情 報源 とな る ことを 明 らか と してい る。 この こ とか ら,本 論 文 の

結 果 は,大 学 にお け る健 康保 持 増 進 お よび 生 活習 慣 病 予防 に 寄 与す る とこ ろが 大 きい。

よって,本 論 文は,博 士(薬 学)の 学位 論文 に十 分値す るもの と認 め る。


